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以下は、ScholarOne Manuscripts の v4.22 でリリー

スを予定している機能です。本書は、それぞれの

機能について、デフォルトの設定値および設定に

必要な時間に関する情報を記載しています。ご不

明な点は、Chris Heid（434.964.4040）までお問い合

わせください。 

このリリースには、すべての ScholarOne 

Manuscripts ユーザーが直接影響を受ける機能強化

や変更が含まれています。リリース前にユーザー

に連絡し、影響を受ける可能性のある変更に備え

られるようにしてください。その他の機能につい

てユーザーが新機能の恩恵を受けるためには、管

理者や ScholarOne の担当者が機能を有効にする必

要があります。 
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リリースの概略 

このリリースの各機能のデフォルトの設定および値を以下に示します。  

いずれかのデフォルトを変更するには、ScholarOne Manuscripts サイトの [ヘルプ] リンクからケースを送信し、

ScholarOne にご連絡ください。 

機能 概略 

投稿の統合 ScholarOne の v4.22 には、著述プラットフォーム、プレプリントサーバーおよび発行者

ポータルなどのサードパーティシステムに対応し、API を介して論文ファイルおよびメ

タデータを ScholarOne へと著者に代わって投稿を開始する機能が含まれます。  

必要なアクション: リリース前にこの機能をテストするため、複数のパートナーおよび

クライアントと個別に作業を進めています。このベータ期間中にはテストは行われま 

せん。  

異常なアクティビティの検出 以下のような特長があります。 
1. [論文詳細] 画面における異常なアクティビティのアラート（編集者および

管理者の役割タイプ） 
2. フルアクセス権を持つユーザーの詳細レポート（管理者の役割タイプ） 
3. すべてのフラグ付き投稿をまとめて表示する専用の管理者待ちリスト 
4. 決定後に文書からフラグをクリアする機能 

 
この機能は、発行コミュニティの改善のため無料で提供されます。 

 
必要なアクション: この機能は、設定により利用できます。 

 

ブランドの変更 Clarivate Analytics ブランドへの移行を反映して、ScholarOne サイトのフッターに新しい

ロゴとフォントが表示されます。  

必要なアクション: この機能は、デフォルトで利用できます。 

Publons のオプション質問 ScholarOne Manuscripts では、査読者が Publons サービスを選択できるようにするタスク

ベースの機能を提供します。これにより、Publons を組み込むたびに個別に質問を設定

する必要がなくなります。  

必要なアクション: この機能は、設定により利用できます。  
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査読者スコアシートのクイック

リンク  

今回の ScholarOne リリースでは、査読者スコアシートの 2 つの新しいリンクから、査読

者が必要な情報に素早く、簡単にアクセスできるようになります。論文要旨および採否

通知に対する著者の応答へのリンクが、各 [スコアシート] タブの一番上に表示されま

す。これまで論文要旨は、査読者のみが査読ダッシュボードの [アクション] ドロップダ

ウンからアクセスが可能で、著者の応答はバージョン履歴から取得できました。  

必要なアクション: この機能は、デフォルトで利用できます。 

ORCID v2.0 API アップグレード ScholarOne Manuscripts の 4.22 リリースでは ORCID との統合がアップグレードされ、

ORCID v2.0 API をサポートします。  

必要なアクション: この機能は、デフォルトで利用できます。  

ポルトガル語とスペイン語の言

語サポート 

このリリースでは、ポルトガル語とスペイン語にも ScholarOne Manuscripts の言語サポー

トを拡張します。  

必要なアクション: この機能は、設定により利用できます。詳細については、担当マネ

ージャーまでお問い合わせください。  
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投稿の統合 
 
ScholarOne の v4.22 には、著述プラットフォーム、プレプリントサーバーおよび発行者ポータルなどのサードパー

ティシステムに対応し、API を介して論文ファイルおよびメタデータを ScholarOne へと著者に代わって投稿を開始

する機能が含まれます。 

投稿統合は、ScholarOne プラットフォームへの重要な第一歩となり、著者と発行者の両者に検索エコシステムにお

ける重要な接続を提供します。著者の場合、統合により、審査前にプレプリントサーバー、コラボレーティブな著

述環境およびコンテンツが存在する他の場所の間にゲートウェイが確立されます。このゲートウェイにより著者は、

論文ファイルおよび記事メタデータを JATS XML ファイルで提供する外部システムで、ScholarOne 外から簡単に投稿

を開始することができます。これらのファイルは ScholarOne で処理され、草稿の投稿には、著者用に作成されたす

べてのメタデータが含まれます。また、v4.22 リリースは、記事改訂の外部投稿と再投稿にも対応します。  

発行者の場合、投稿統合により、新しいパートナーシップのチャンスが生まれます。ScholarOne の実装はシステム

に依存しません。発行する雑誌ごとにサードパーティシステムで設定することもできます。  

ScholarOne チームは現在、bioRxiv、Chronos および Authorea などのパートナーと協力し、このリリース以降でこれ

らとの統合を開始する予定です。また、他の多数のパートナーとも積極的な検討を進めており、2018 年には実現

予定となっています。所定のパートナーが統合を予定しているかどうかを確認するには、ScholarOne チームまでお

問い合わせください。 

 

 

  

 

 

mailto:ts.mcsupport@clarivate.com?subject=Submission%20Integrations%20in%204.22
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「...どのような形でも、ピアレビューは、学術記録の有効性を保証するうえで重要な役

割を果たします。このプロセスは、信頼度に大きく左右されるため、参与するすべての

人が責任を持って、倫理的に行動することが求められます...」 

- ピアレビュー担当者の COPE 倫理ガイドライン 
 
 
機能 — 異常なアクティビティの検出 
 

概略 

雑誌の撤回を回避および削減し、発行される記事の信頼性を保証するため、ScholarOne では、投稿および査読中に

ユーザーの異常なアクティビティを検出するアルゴリズムを実装します。雑誌は、査読者が著者から推奨される場

合や、査読者が機関以外の E-Mail アドレスを使用する場合など、既存の Web トラフィックおよびサーバーデータ

に基づいた独自のアルゴリズムを使用して、論文のリスクインジケータを確認できます。これらの要素自体がアラ

ートをトリガーすることはありませんが、他のアクションと組み合わさることで、投稿のリスクレベルが上昇する

場合があります。  

 

この機能でレポートを使用する場合の表示範囲は、発行者、編集者および管理者役割タイプに限定されます。パブ

リック、著者および査読者には、組織で使用することを公表しない限りは承知しません。 

 

この機能の詳細については、RetractionWatch.com の記事を参照してください。 

 

異常なアクティビティのインジケータ 

 

標準アクセス（デフォルトでは編集者役割） 

異常なアクティビティが検出された場合、[論文詳細] 画面に黄色または赤のステータスインジケータが表示されま

す。標準アクセスを持つ編集者および管理者役割の場合、インジケータが表示されます。フルアクセスを持つユー

ザーの場合、レポートへのリンクも表示されます。デフォルトでは、編集者は標準アクセスを持ちます。 

 

 

 

http://retractionwatch.com/2017/10/04/can-spot-fake-new-tool-aims-help-journals-identify-fake-reviews/
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論文詳細に表示される高リスクアラート

 
 

 

中リスクアラート 

 

 

フルアクセス（デフォルトでは管理者） 

異常なアクティビティが検出された場合、[論文詳細] 画面に黄色または赤のステータスインジケータが表示されま

す。フルアクセスを持つユーザーには、レポートへのリンクを含むインジケータが表示されます。デフォルトでは、

管理者はフルアクセスを持ちます。 

 

高リスクアラート  

 
 

中リスクアラート  
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フラグ付き投稿のクリア 

決定が下されると、レポートページを使用して、フルアクセスを持つユーザーがフラグをクリアできます。  

 

 
 

クリアすると、フォームの一番上にメッセージが表示されます。 

 
 

また、異常なアクティビティインジケータが緑に変わります。 

 

標準アクセスビュー 

 
 

フルアクセスビュー 

 
  

 

投稿の「説明」情報ポップアップ 

すべての異常なアクティビティインジケータには、ハイパーリンク「説明」により、情報ポップアップへのリンク

が含まれます。このポップアップは以下の情報を含みます。 

• 機能の情報と説明 

• 業界にとって重要な理由 

• 異常なアクティビティが疑われる場合に雑誌の次のステップ 

• 法的事項  
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管理者待ちリスト 

管理者は、「異常なアクティビティ」という

新しい待ちリストで現在フラグ付きのすべて

の投稿を確認できます。 
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レポート 

フルアクセスを持つユーザーは、この投稿のリスクレベルを上昇させるアクションの詳細レポートを含むポップア

ップを確認できます。このレポートの機密保持により、詳細はリリースノートに表示されません。 
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Clarivate ブランドの更新 

ScholarOne Manuscripts の v4.22 リリースには、Clarivate Analytics に対応する新しいブランド要素が盛り込まれます。大半の変更

は各 Manuscripts サイトのフッターに限られます。ここでは、元の ScholarOne ロゴが更新され、オレンジと白の Thomson 

Reuters ロゴは白の Clarivate Analytics ロゴに置き換えられます。また、ScholarOne の「使用条件」および「プライバシーに関す

る事項」へのフッターのリンクも更新されます。新しい査読者センターなど、ScholarOne Manuscripts の新しくなった部分は、

「Knowledge」という Thomson Reuters の専用フォントで表示されています。v4.22 リリースでは、これらのセンターが、

Clarivate Analytics の選択フォント「Source Sans Pro」で表示されるようになります。  

 

 

最後に、ScholarOne Manuscripts での favicon（ファビコン: お気に入り/ショートカットアイコン）表示が Clarivate の「Lens」に

変更されます。ｆavicon は通常、一般的なブラウザのタブやブックマークの表示に使用されます。 
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査読者の Publons オプション 

Publons は Clarivate Analytics 内で取り扱われ、雑誌の査読ポリシーに基づいて、審査貢献に対する認知を直ちにピアレビュー担

当者に提供します。ScholarOne Manuscripts は現在、Publons との API ベースの統合を提供しており、ScholarOne 査読者スコアシ

ートのカスタム質問でサービスを選択した査読者の Publons に、査読メタデータを自動的に送信できます。このメタデータ統合

により、査読者は面倒な作業にも簡単に認知を得ることができます。  

 

ScholarOne の v4.22 では、査読者スコアシートのオプション質問を、カスタム質問から各査読/スコアシートタスクの設定可能

な機能へと変更することで、Publons の統合が改善されます。このアップデートでは、ScholarOne の雑誌に以下のメリットを提

供します。  

• 新しいオプション機能が ScholarOne のコードに組み込まれるため、[タスク設定] セクションからワンクリックで有効化

できます。カスタム質問をフル設定する必要はありません。  

• このオプション機能がカスタム質問ではなくなったため、スクリプトから簡単に多数のサイトで有効化できます。  

• このオプション機能がカスタム質問ビルダーのフォーマット制限に左右されることがなくなり、Publons ロゴを含む追

加のデザイン要素が盛り込まれました。 

• 発行者は、発行者の Publons ポータルにレビューを送信できるように、「Publons に関する詳細」リンクを設定できます。  

• Publons の査読オプションをレポートする専用 Cognos フィールド。  
 

備考: 現在、カスタム質問により Publons と統合されているサイトは、通常に機能しますが、新しいタスクベースの機能には自

動的に切り替わりません。リリース後数か月以内に、すべての Publons クライアントが移行できるように作業を進めます。 
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査読者スコアシートの要旨および著者の応答へのクイックリンク 

ScholarOne Manuscripts の v4.22 では、査読者は、査読者スコアシートから直接記事の要旨を表示することを選択できます。v4.21 

の査読者センター変更により、査読者は、査読者ダッシュボードの [アクション] ドロップダウンからのみ要旨にアクセスできま

す。このリリースでは、スコアシートの [詳細] タブで、論文 ID に続くタイトルのすぐ上に要旨へのリンクを追加できます。  

また、v4.22 には、査読者が採否通知に対する著者の応答にアクセスする追加のリンクが含まれます。各採否決定に対する著者

の応答は現在、[バージョン履歴] の [詳細] タブに表示されます。査読フォームのすぐ上に応答への追加リンクを挿入することで、

査読者は、最適な情報に簡単に移動できます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい論文およびアカウントフラグ  

v4.22 リリースには、10 の新しいシステムフラグが含まれます。そ

のうち 5 つは論文特性、残りの 5 つはアカウント特性に対応しま

す。これらのフラグはそれぞれ、Cognos のレポート機能で利用で

きます。  
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Ringgold による日本語ベースの所属機関向けに翻訳された名称表示  

ScholarOne Manuscripts では、ユーザーの所属機関が Ringgold Indentify データベースと統合されます。このデータベースは、一

意の識別子を含む機関名の標準化レジストリであり、ユーザーが所属機関を入力するときに、先行入力検索により、該当する

機関を選択できます。ScholarOne で選択した機関に表示される名称は、Ringgold のプライマリ名レコードです。Ringgold の編集

ポリシーに基づいて、英語以外の言語による機関のプライマリ名は、英語に音訳して表示されます。英語の翻訳が好まれる日

本のユーザーからの要望が多く、日本向けの組織では、プライマリの音訳ではなく、代わりに英語の翻訳が表示されるように

なります。この変更は、該当する機関への Ringgold ID には影響を及ぼしません。名称の表示のみが変更されます。  

 

ORCID v2.0 API へのアップグレード 

Scholar Manuscripts の v4.22 リリースでは、ORCID との統合が ORCID v2.0 API にアップグレードされます。この更新は、

ScholarOne を ORCID の最新技術に移行し、ScholarOne Manuscripts で新しい ORCID 機能の来年の実現を目指しています。  

 

ポルトガル語とスペイン語の言語切り替え 

ScholarOne Manuscripts の言語切り替え機能は、v4.22 リリース以降、ポルトガル語とスペイン語のサイトをサポートします。言

語切り替え機能は、中国語、英語、フランス語および日本語にすでに対応しています。言語切り替えの詳細については、担当

の ScholarOne リレーションシップマネージャーにお問い合わせください。  

 

 


